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「
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し
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題字　井　戸　知　事
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（購読料は分担金に含む）

　

功
績
章�

四
二
名

　

精
積
章�

一
〇
四
名

　

勤
続
章�

一
六
〇
名

　

な
お
、
本
県
の
受
章
者
・
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

（
敬
省
略
）

特
別
功
労
章

　

小
野
市
消
防
団

　
　
　
　

団　

長�

小
林　

正
幸

表
彰
旗

　

西
宮
市
消
防
団

竿
頭
綬

　

神
戸
市
垂
水
消
防
団

　

姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　

川
西
市
消
防
団

　

平
成
二
二
年
度
日
本
消
防
協
会
定

例
表
彰
式
が
、
二
月
二
四
日
（
木
）

午
後
一
時
よ
り
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
、
消
防
殉
職
者
に
対
す

る
黙
祷
に
続
き
、
高
木
日
本
消
防
協

会
長
の
式
辞
が
あ
り
、
会
長
か
ら
受

章
代
表
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
久
保
消
防
庁
長
官

の
祝
辞
、受
章
者
代
表
謝
辞
が
あ
り
、

万
歳
三
唱
に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
小
野
市
消
防
団

の
小
林
団
長
（
県
副
会
長
）
が
栄
え

あ
る
特
別
功
労
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

特
別
功
労
章�
一
名

　

表
彰
旗�

一
団

　

竿
頭
綬�

三
団

功
績
章

神
戸
市
東
灘
消
防
団

　
　
　

団　

長�

伊
藤　

繁
夫

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

　
　
　

団　

長�

伊
庭　

勝
一

神
戸
市
須
磨
消
防
団

　
　
　

団　

長�

高
木　

優
和

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

福
本　

眞
次

姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

肥
塚　

好
隆

姫
路
市
家
島
町
消
防
団

　
　
　

団　

長�

上
西　

一
夫

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

竹
内
征
三
郎

明
石
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

大
西　

洋
紀

西
宮
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

吉
田　

和
夫

洲
本
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

岡
澤　

伸
祐

芦
屋
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

山
根　
　

進

伊
丹
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

武
田
庄
一
郎

豊
岡
市
竹
野
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

山
本　

邦
雄

豊
岡
市
出
石
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

松
嶋　

義
則

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

山
口　

恭
紹

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

中
村　

裕
彦

西
脇
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

籔
根　
　

隆

宝
塚
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

西
田　
　

勝

三
木
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

中
井　

英
典

高
砂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�
石
田　

常
雄

川
西
市
消
防
団

　
　
　

部　

長�

東
野　

英
男

小
野
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
林　

直
基

三
田
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

油
谷　

章
二

加
西
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

山
下　

奉
治

篠
山
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

澤　
　

光
吉

養
父
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

稲
葉　

広
之

丹
波
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

大
石　

和
之

　
　
　
　

〃�

横
井　
　

勝

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

榎
本　

一
博

朝
来
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

大
本　
　

勇

淡
路
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

谷
山　

公
平

宍
粟
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

春
名　

玄
貴

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

篠
田　

卓
己

加
東
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

常
峰　
　

登

猪
名
川
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
林　
　

勉

多
可
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

植
山　

保
信

稲
美
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

大
西　

理
司

福
崎
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

後
藤　

健
廣

太
子
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

榮
藤　

雅
雄

上
郡
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

小
谷　
　

亨

佐
用
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

仲
村　

正
弘

香
美
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
谷　

佳
和

精
績
章

神
戸
市
東
灘
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

木
下　

哲
夫

神
戸
市
北
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

仲　
　

克
之

　
　
　

部　

長�

結
城　

祥
元

　
　
　

団　

員�

上
元　

清
治

神
戸
市
垂
水
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

中
西　

政
嗣

神
戸
市
西
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

石
井　

邦
夫

　
　
　

団　

員�

藤
井　

克
也

神
戸
市
水
上
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

岡
田　

忠
義

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

井
上　

英
明

　
　
　
　

〃�

大
垣　

近
良

　
　

副
分
団
長�

池
内　

正
博

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
　

副
分
団
長�
尾
上　

孝
弘

平
成
二
二
年
度

　
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

三
輪　

敏
之

姫
路
市
家
島
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

上
田　

辰
雄

姫
路
市
夢
前
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

髙
原　

昌
良

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

加
島　
　

正

　
　
　

分
団
長�

杉
山　
　

正

明
石
市
消
防
団

　
　
　

部　

長�

増
本　

元
彦

　
　
　

班　

長�

三
木　
　

実

西
宮
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

奥
村　
　

浩

　
　
　
　

〃�

一
ツ
家
良
一

洲
本
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

長
谷
田
進
弘

　
　
　
　

〃�

山
下　

昌
伯

芦
屋
市
消
防
団

　
　
　

班　

長�

馬
場　

重
行

伊
丹
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

小
西　

良
一

相
生
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

射
延　

敏
昭

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

松
本　

裕
之

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

角
谷　

敏
則

豊
岡
市
日
高
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

岡
村　

和
信

豊
岡
市
出
石
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

中
嶋　

勝
己

豊
岡
市
但
東
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

坂
岡　

孝
弘

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

鷲
野　
　

繁

　
　
　
　

〃�

藤
池　
　

滋

　
　
　
　

〃�

岡
﨑　

清
一

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

黒
田　

好
造

西
脇
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

藤
本　

晃
司

　
　
　
　

〃�

上
田　

隆
之

宝
塚
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

和
田　

淳
一

三
木
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

向
山　

豊
一

　
　
　
　

〃�

奥
﨑　

和
正

高
砂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

髙
安　

剛
輝

　
　
　
　

〃�

伊
藤　

定
雄

川
西
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

大
向　

善
信

小
野
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

廣
田　

一
弘

　
　
　
　

〃�

山
田　

正
一

三
田
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

森
本　

文
弘

　
　
　

部　

長�

橋
上　

吉
一

加
西
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
西　

俊
光

　
　
　
　

〃�

志
方　

正
彦

　
　
　
　

〃�

南
古　

修
宏

篠
山
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

田
中　

一
裕

　
　
　
　

〃�

地
主　
　

力

　
　
　
　

〃�

森
本　

浩
之

養
父
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

岩
﨑　

栄
司

　
　
　

分
団
長�

猪
谷　

浩
治

　
　
　
　

〃�

中
尾　

敏
之

丹
波
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

西
脇　
　

誠

　
　
　
　

〃�

奥
井　

広
朗

　
　
　
　

〃�

十
倉　

利
広

　
　
　

分
団
長�

本
庄　

康
員

　
　
　
　

〃�

足
立　

弘
行

　
　
　
　

〃�

尾
松　
　

泉

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

神
邊　
　

武

　
　
　
　

〃�

中
川　

拓
也

　
　
　
　

〃�

波
戸
崎
直
弘

　
　
　
　

〃�

溝
端　
　

光

　
　
　
　

〃�

坂　
　

秀
二

朝
来
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

嵯
峨
山
利
郎

　
　
　
　

〃�

雑
賀　
　

進

淡
路
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

曾
谷　

哲
也

　
　
　

分
団
長�

寺
本　
　

猛

　
　
　
　

〃�

岡
本　

勝
敏

　
　
　
　

〃�

柴
生　

龍
也

宍
粟
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

一
野　

博
文

　
　
　
　

〃�

井
口　

靖
規

　
　
　
　

〃�

飯
田　

正
宏

　
　
　
　

〃�

森
下　

龍
弘

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

三
浦　

堅
一

　
　
　
　

〃�

白
井　

秀
一

　
　
　
　

〃�

白
井　

利
幸

加
東
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

吉
田　

真
人

　
　
　
　

〃�

川
井
二
三
夫

　
　
　
　

〃�

藤
原　
　

光

特別功労章を受領する小林団長

平成 22 年度　日本消防協会定例表彰式
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猪
名
川
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

川
上　

栄
治

多
可
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

吉
田　

耕
治

　
　
　
　

〃�

木
俣　

健
二

　
　
　
　

〃�

遠
藤　

泰
尚

稲
美
町
消
防
団

　
　

副
分
団
長�
加
古　

和
也

播
磨
町
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

平
郡
亜
希
雄

　
　
　

部　

長�

内
田　

晋
一

福
崎
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

森　
　

公
宏

神
河
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

山
下　

直
樹

　
　
　
　

〃�

藤
原　

哲
也

市
川
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

田
路　

秀
勢

　
　
　
　

〃�

川
井　

雅
弘

太
子
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

太
田　

有
俊

上
郡
町
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

西
山　
　

悟

佐
用
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

岡
田　

憲
明

　
　
　
　

〃�

紙
本　

賢
二

　
　
　
　

〃�

服
部　

恒
久

香
美
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

小
林　

道
明

　
　
　
　

〃�

寺
田　

朋
弘

新
温
泉
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

松
上　

鉄
雄

　
　
　

分
団
長�

池
田　

秀
好

勤
続
章

神
戸
市
中
央
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

橋
井　

弘
和

　
　
　

部　

長�

岡　
　

一
郎

神
戸
市
兵
庫
消
防
団

　
　
　

部　

長�

松
下　

良
男

　
　
　

団　

員�

田
又　

善
政

神
戸
市
北
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

山
谷　

副
就

　
　
　

部　

長�

山
下　

大
成

　
　
　

班　

長�

松
田　

淳
一

　
　
　

団　

員�

大
垣　

一
典

　
　
　
　

〃�

廣
畑　
　

強

　
　
　
　

〃�

辻
上　

一
三

　
　
　
　

〃�

坂
口　

幸
典

　
　
　
　

〃�

森
永　

恵
慈

　
　
　
　

〃�

北　
　

博
之

　
　
　
　

〃�

入
口　

隆
司

　
　
　
　

〃�

辻
井　

立
郎

神
戸
市
北
消
防
団

　
　
　

団　

員�

田
良
原
芳
樹

神
戸
市
須
磨
消
防
団

　
　
　

団　

員�

永
井　

信
夫

神
戸
市
垂
水
消
防
団

　
　
　

団　

長�

佐
藤　

博
司

　
　
　

団　

員�

山
口　

武
志

神
戸
市
西
消
防
団

　
　
　

部　

長�

竹
中　

省
悟

　
　
　

団　

員�

藤
原　

強
嗣

　
　
　
　

〃�

森
田　
　

清

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

山
口　

明
彦

　
　
　
　

〃�

竹
内　

光
明

　
　

副
分
団
長�

後
藤　

龍
哉

　
　
　
　

〃�

枡
田　

辰
美

　
　
　
　

〃�

竹
内　

正
彦

　
　
　

部　

長�
織
田　

幸
男

　
　
　

班　

長�
水
井　

廣
司

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

佐
野　

龍
朗

　
　
　

班　

長�

新
田　

博
明

　
　
　
　

〃�

前
田　

修
一

　
　
　
　

〃�

長
谷　

章
生

　
　
　

団　

員�

小
野　

昌
保

姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

多
田　

博
昭

　
　

副
分
団
長�

川
上　
　

隆

　
　
　
　

〃�

白
矢　

清
悟

　
　
　
　

〃�

山
村　
　

弘

　
　
　
　

〃�

石
川　

雅
啓

　
　
　
　

〃�

髙
濵　

雅
博

　
　
　

団　

員�

清
水　
　

實

姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　
　

団　

員�

高
橋　

和
彦

姫
路
市
安
富
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

細
野　

雅
一

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

竹
内
征
三
郎

　
　
　

分
団
長�

山
田　

宗
男

　
　
　
　

〃�

大
石　

芳
昭

　
　

副
分
団
長�

寺
本　

武
司

　
　
　
　

〃�

塚
原　
　

勉

　
　
　

部　

長�

佐
藤
文
四
郎

　
　
　
　

〃�

塚
本　

貞
治

　
　
　
　

〃�

山
居　
　

淳

　
　
　
　

〃�

北
川　
　

誠

　
　
　

班　

長�

坂
本　

博
一

　
　
　
　

〃�

竹
島　

雅
明

　
　
　

団　

員�

勝
井　

武
男

　
　
　
　

〃�

岡
本　

英
捷

　
　
　
　

〃�

松
本　

幸
治

　
　
　
　

〃�

竹
島　

修
三

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

東
山　

克
富

西
宮
市
消
防
団

　
　
　

班　

長�

谷
口　

哲
司

　
　
　

団　

員�

木
村　
　

勉

伊
丹
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

佐
々
木
年
彦

　
　
　
　

〃�

岡
本　

良
一

相
生
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

元
西　

正
昭

　
　
　

団　

員�

元
谷　

忠
吉

　
　
　
　

〃�

小
沢　

幸
員

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
　
　

部　

長�

斎
藤
与
志
三

　
　
　

班　

長�

砂
田　

敬
三

　
　
　
　

〃�

丸
岡　
　

勲

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
　
　

副
分
団
長�

児
島　
　

均

　
　
　

〃�

中
井　

基
樹

豊
岡
市
竹
野
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

大
野　

伸
治

　
　
　

部　

長�

門
田　

徳
次

　
　
　
　

〃�

小
田　

博
之

　
　
　

団　

員�

達
冨　

秀
一

　
　
　
　

〃�

吉
岡　

秀
一

豊
岡
市
日
高
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

水
口　

和
美

豊
岡
市
但
東
消
防
団

　
　
　

班　

長�
石
田　

一
幸

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

班　

長�
大
西　

悦
夫

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　

班　

長�

引
本　

裕
久

　
　
　
　

〃�

宮
崎　

晴
夫

　
　
　
　

〃�

大
西　

広
明

　
　
　
　

〃�

大
和　
　

弘

宝
塚
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

辰
家　

宏
弥

　
　

副
分
団
長�

境　
　

雅
彦

三
木
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

中
西　

君
一

　
　
　

班　

長�

池
田　

幸
雄

　
　
　

団　

員�

八
木　
　

太

　
　
　
　

〃�

岸
中　

忠
志

　
　
　
　

〃�

小
島　

正
吾

高
砂
市
消
防
団

　
　

副
分
団
長�

石
原　

勝
広

　
　
　

部　

長�

山
口　

雅
人

　
　
　
　

〃�

鎌
田　

弘
和

　
　
　

班　

長�

山
田　

桂
三

　
　
　

団　

員�

中
筋　

裕
文

　
　
　
　

〃�

古
田　

輝
信

　
　
　
　

〃�

嶋
谷　

俊
也

高
砂
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

釜
谷　

定
敏

　
　
　
　

〃�

鎌
谷　

昭
三

川
西
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

横
田　

興
二

　
　
　
　

〃�

隈
部　
　

治

小
野
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

飛
田　

佳
孝

三
田
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

新
井　

泰
夫

篠
山
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

尾
垣　

春
夫

　
　
　

分
団
長�

小
山
日
出
久

養
父
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

小
柴　

勝
彦

　
　
　

分
団
長�

内
田　
　

修

　
　

副
分
団
長�

中
尾　

勝
美

　
　
　

班　

長�

田
村　

一
弘

　
　
　
　

〃�

瀧
野　

忠
夫

　
　
　

団　

員�

矢
野
尾　

昇

　
　
　
　

〃�

守
本　
　

朗

　
　
　
　

〃�

片
山　

博
文

　
　
　
　

〃�

西
田　

晃
一

丹
波
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

谷
口　

政
則

　
　
　
　

〃�

北
山　

正
登

　
　
　

団　

員�

足
立　

達
哉

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

田
村　
　

旬

　
　
　
　

〃�

澤
内　
　

諭

朝
来
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

平
野　

光
啓

　
　
　
　

〃�

吉
野
比
呂
志

　
　
　
　

〃�

北
垣　

利
晃

　
　
　

分
団
長�

勝
山　
　

茂

　
　
　

団　

員�

藤
原　

忠
明

　
　
　
　

〃�

藤
原　
　

徹

淡
路
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

南　
　

卓
見

　
　
　

部　

長�

森　
　

幸
好

　
　
　

副
部
長�
芝
山　

一
樹

　
　
　
　

〃�
惠
見　

一
則

　
　
　

団　

員�

森
本　

健
之

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
寺　

慶
典

　
　
　
　

〃�

構　

日
出
茂

　
　
　
　

〃�

眞
島　

茂
博

　
　

副
分
団
長�

浦
田　

義
和

　
　
　
　

〃�

三
村　
　

彰

　
　
　
　

〃�

山
本　

正
明

　
　
　

部　

長�

山
本　

純
範

　
　
　
　

〃�

三
輪　

康
博

加
東
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

山
本　

信
行

　
　
　
　

〃�

広
田　

雅
勝

猪
名
川
町
消
防
団

　
　
　

団　

員�

中
元　

一
哉

　
　
　
　

〃�

上
殿　

美
仁

　
　
　
　

〃�

福
本　

恭
三

　
　
　
　

〃�

中
才　

正
志

　
　
　
　

〃�

前　
　

雅
春

　
　
　
　

〃�

八
瀬
林
昌
雄

稲
美
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

福
島　

隆
雄

太
子
町
消
防
団

　
　
　

班　

長�

栗
岡　

弘
茂

上
郡
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

段
上　

裕
幸

　
　
　

団　

員�

三
村　

勝
章

　
　
　
　

〃�

中
谷　

敬
治

　
　
　
　

〃�

岩
本　

和
史

佐
用
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

山
田　
　

徹

　
　
　
　

〃�

藤
輪　

英
彦

香
美
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

西
内　

一
博

　
　
　

分
団
長�

藤
原　

博
文

新
温
泉
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

宇
野　

正
宏

　
　

副
分
団
長�

村
田　

雄
一

　
　
　

班　

長�

宮
階　

美
孝

　
　
　

団　

員�

宮
階　

和
則
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平
成
二
三
年
三
月
三
日
（
木
）、

平
成
二
二
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
式

が
、
日
本
消
防
会
館
内
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
、
各
受
章
者
代
表
者
に
表
彰
旗
等

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
庁
長
官
か
ら
の
式
辞
の
後
、

長
官
か
ら
各
受
章
代
表
者
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日

本
消
防
協
会
会
長
及
び
全
国
消
防
長

会
会
長
か
ら
祝
辞
、
受
章
者
代
表
者

謝
辞
の
後
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
方
々
は
午
後
か
ら
皇
居

を
参
観
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
の
表
彰
式
で
は
、

竿
頭
綬
受
賞
消
防
団
を
代
表
し
て
神

戸
市
中
央
消
防
団
（
深
井
勲
団
長
）

が
、
久
保
消
防
庁
長
官
か
ら
竿
頭
綬

を
受
領
し
ま
し
た
。

　

県
下
の
受
章
機
関
、
受
章
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

 
平
成
二
二
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰

県
下
五
消
防
機
関
一
二
〇
名
が
受
章

�

（
敬
称
略
・
名
簿
順
）

表
彰
旗
　
　
二
機
関

　

太
子
町
消
防
団

　

姫
路
市
夢
前
町
消
防
団

竿
頭
綬
　
　
三
機
関

　

神
戸
市
中
央
消
防
団

　

神
戸
市
長
田
消
防
団

　

姫
路
市
網
干
消
防
団

功
労
章
　
　
一
三
名

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

後
藤　

政
義

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
　
　

団　

長�

西
垣
豪
太
郎

豊
岡
市
竹
野
消
防
団

　
　
　

団　

長�

山
根　

昌
勝

西
宮
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

吉
田　

昭
光

神
戸
市
消
防
局

　
　

消
防
司
監�

村
上　

正
彦

神
戸
市
消
防
局

　
　

消
防
正
監�

古
曾　

正
之

　
　
　
　

〃�

嶋　
　

秀
穂

尼
崎
市
消
防
局

　
　

消
防
正
監�

野
草　

信
次

神
戸
市
消
防
局

　
　

消
防
正
監�

松
田　

雄
治

　
　
　
　

〃�

松
山　

雅
洋

加
古
川
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
監�

加
納　

利
貴

西
宮
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�

畑
田　
　

満

神
戸
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�

宮
谷　

忠
治

永
年
勤
続
功
労
章
　
　
一
〇
七
名

加
西
市
消
防
団

　
　
　

団　

長�

吉
田　

秀
貴

養
父
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

稲
葉　

広
之

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
　
　

副
団
長�
大
塚　

秀
祐

姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
　
　

副
団
長�
大
前　

信
行

朝
来
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

大
本　
　

勇

養
父
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

沖
田　

正
喜

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

加
島　
　

正

姫
路
市
香
寺
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

鎌
谷　

和
弘

芦
屋
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

神
原　

好
喜

篠
山
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

北
山　
　

正

丹
波
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

近
藤　

憲
生

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

近
藤　

龍
平

神
戸
市
長
田
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

住
本　

雅
弘

淡
路
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

髙
橋　
　

宏

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

田
中　

康
弘

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

永
田　

勝
洋

姫
路
市
網
干
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

西
森　

清
孝

養
父
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

羽
渕　

俊
博

神
戸
市
西
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

本
田　

哲
朗

神
戸
市
北
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

丸
山　

敏
之

淡
路
市
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

森　
　

義
也

新
温
泉
町
消
防
団

　
　
　

副
団
長�

山
本　
　

司

香
美
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

石
井　
　

勇

相
生
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

射
延　

敏
昭

川
西
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

江
角　

典
彦

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

太
田　

克
己

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

大
西　

重
喜

新
温
泉
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�
岡
本　

好
生

神
戸
市
東
灘
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
川　
　

實

明
石
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

荻
野　

賢
治

高
砂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

鎌
田　

康
司

相
生
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

釜
地　

英
雄

伊
丹
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

古
結　

信
雄

猪
名
川
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

小
林　
　

勉

養
父
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

澤
見　

弘
三

尼
崎
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

田
中　

淳
一

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

椿
野　

仁
司

明
石
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

西
海　

能
史

新
温
泉
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

西
垣　

宏
一

洲
本
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

長
谷
田
進
弘

神
戸
市
中
央
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

濵
口　
　

智

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

林　
　

紀
之

淡
路
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

原　
　

一
平

川
西
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

平
井　

昭
彦

西
宮
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

平
井　

得
晴

香
美
町
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

藤
原　

博
文

た
つ
の
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

満
田　

邦
弘

三
田
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

南　
　
　

弘

西
宮
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

山
下　

和
男

豊
岡
市
竹
野
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

吉
田　

和
夫

加
古
川
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

鷲
野　
　

繁

赤
穂
市
消
防
団

　
　
　

分
団
長�

和
田　

健
治

三
木
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

上
脇　

康
弘

加
東
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

金
谷　

隆
志

三
木
市
消
防
団

　
　
　

団　

員�

吉
田　

雅
茂

神
戸
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�

伊
藤　

芳
弘

�

姫
路
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�

犬
賀　

武
敏

　
　
　
　

〃�

中
川　

勝
正

神
戸
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�
中
田　

良
則

姫
路
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�

藤
田　
　

晃

明
石
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
監�

山
本　
　

徹

神
戸
市
消
防
局

　
　
　

消
防
監�

山
本　

富
雄

明
石
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

池
内　

泰
典

西
宮
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

上
田　

一
彦

�　
　
　

〃�

浦
谷
建
一
郎

宝
塚
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

遠
藤　
　

聰

明
石
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

岡
田　

善
弘

神
戸
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

小
野　

泰
男

加
古
川
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

北
川　
　

誠

た
つ
の
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

髙
濵　

良
三

�

姫
路
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

竹
原　

直
樹

川
西
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

辻
本　

俊
和

�

西
宮
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

服
部　

員
己

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

東
田　

恵
裕

�

西
宮
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

福
山　
　

光

�

伊
丹
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

松
元　

明
人

加
古
川
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長�

森　
　

隆
一

尼
崎
市
消
防
局

　

消
防
司
令
長�

山
田　

久
雄

�

加
西
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

石
田　

貴
秀

神
戸
市
消
防
局

　
　

消
防
司
令�

奥
橋　

政
輝

丹
波
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

方
山　

文
生

姫
路
市
消
防
局

　
　

消
防
司
令�

木
下　

繁
樹

宍
粟
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

日
下　

誠
人

加
東
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

小
林
浩
太
郎

篠
山
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

酒
井　

雅
之

美
方
広
域
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

澤
田　

俊
之

に
し
た
か
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

竹
本　

康
男

高
砂
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

田
付　

昌
也

養
父
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

中
島　

隆
夫

朝
来
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

中
村　

義
明

姫
路
市
消
防
局

　
　

消
防
司
令�

苦
木　

茂
信

赤
穂
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

松
本　

建
二

神
戸
市
消
防
局

　
　

消
防
司
令�

宮
本　

正
嗣

　
　
　
　

〃�

森
口　

和
樹

芦
屋
市
消
防
本
部

　
　

消
防
司
令�

吉
岡　

幸
弘

神
戸
市
消
防
局

　

消
防
司
令
補�

岡　
　
　

久

　
　
　

〃�

木
本　

弘
志

相
生
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
補�

坂
本　

春
喜

神
戸
市
消
防
局

　

消
防
司
令
補�

繁
田　

伸
一

　
　
　

〃�

下
浦　

正
士

　
　
　

〃�

竹
原　

三
郎

　
　
　

〃�

鳥
井　
　

悟

　
　
　

〃�

西
村　

惣
一

佐
用
町
消
防
本
部

　

消
防
司
令
補�

船
引　
　

学

神
戸
市
消
防
局

　

消
防
司
令
補�

北
条　

康
正

　
　
　

〃�

前
田　

信
二

　
　
　

〃�

三
宅　

康
美�

竿頭綬を受領する深井団長

高木会長　祝辞

平成 22 年度　消防庁長官表彰
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総
務
省
消
防
庁
主
催
に
よ
り
、
平

成
二
三
年
二
月
二
一
日
（
月
）
一
三

時
か
ら
、
日
本
消
防
会
館
「
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
①
全

国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
、
②
消
防

団
等
地
域
活
動
表
彰
式
、
③
消
防
庁

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
兵
庫
県
で
は
、
全
国
消

防
団
員
意
見
発
表
会
で
、
淡
路
市
消

防
団　

大
植
和
幸
団
員
が
「
目
に
焼

き
付
け
た
あ
の
時
の
背
中
」
と
題
し

て
発
表
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
等

地
域
活
動
表
彰
式
に
お
い
て
、
福
崎

町
消
防
団
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
財
団
法
人
自
治
体
衛
星
通

信
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
（
消
防
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で

も
、
今
月
中
旬
か
ら
一
ヶ
月
間
、
同

内
容
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

《
全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
》

　

各
地
域
で
活
躍
す
る
概
ね
三
五
歳

以
下
の
若
手
・
中
堅
消
防
団
員
が
消

防
団
活
動
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い

て
の
意
見
を
発
表
す
る
も
の
で
、
全

国
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防

団
活
動
の
一
層
の
推
進
・
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

今
年
度
は
全
国
各
地
か
ら
一
一
名

の
消
防
団
員
が
意
見
発
表
を
行
い
、

五
名
の
審
査
員
に
よ
る
審
査
の
も
と

被
表
彰
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本

県
か
ら
出
場
し
た
大
植
団
員
に
は
優

良
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

《
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
式
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体

に
対
し
て
、
消
防
庁
長
官
が
表
彰
し
、

全
国
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

防
団
活
動
の
一
層
の
推
進
・
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①�

平
常
時
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る

重
要
性
に
か
ん
が
み
、
青
少
年
へ

の
防
災
教
育
の
実
施
・
推
進
、
高

齢
者
等
の
社
会
的
弱
者
へ
の
対
応

な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
平
常
時

の
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
、
そ
の

内
容
が
特
に
優
秀
な
消
防
団
又
は

消
防
分
団
、
及
び
消
防
団
員
で
あ

る
勤
務
者
を
雇
用
し
、
消
防
団
活

動
へ
特
に
深
い
理
解
や
協
力
を
し

て
い
る
事
業
所
等

②�

社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
消
防
団

員
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
団
員
確
保
に
つ
い
て
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
消
防
団

　

平
成
二
三
年
一
月
二
四
日
に
高
砂

市
阿
弥
陀
町
で
発
生
し
た
林
野
火
災

に
よ
り
、
二
九
日
の
鎮
火
ま
で
に
焼

損
面
積
約
一
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の

被
害
を
被
り
、
鎮
火
ま
で
の
間
、
高

砂
市
消
防
団
、
加
古
川
市
消
防
団
、

　

各
市
町
に
か
ら
消
防
団
協
力
事
業

所
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
事
業
所

の
う
ち
、
消
防
庁
長
官
が
特
に
顕
著

な
功
績
（
多
く
の
消
防
団
員
を
雇
用

し
そ
の
活
動
環
境
や
処
遇
に
積
極
的

に
配
慮
し
、
災
害
時
に
は
所
有
す
る

資
機
材
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
）

が
認
め
ら
れ
る
事
業
所
等
に
対
し
て
、

「
総
務
省
消
防
庁
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
」
が
交
付
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
ド

マ
ー
ク
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
全
国
で
二
七
四
事
業
所
が

認
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
兵
庫
県
で
は
、

新
た
に
八
事
業
所
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団
の
団
員
延
べ

一
、一
九
二
人
を
は
じ
め
各
消
防
機

関
に
よ
る
懸
命
な
消
火
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
か
ら
消
火
活
動
に
従
事
し
た
消
防

団
員
を
支
援
す
る
た
め
に
災
害
対
策

支
援
金
が
兵
庫
県
消
防
協
会
に
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

支
援
金
の
伝
達
は
、
平
成
二
三
年

二
月
七
日
に
兵
庫
県
災
害
対
策
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
日
本
消
防
協
会
役

員
か
ら
岸
谷
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
消
防
協
会
で
は
、
こ
の
支
援
金

を
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
消
火
活
動
に

努
め
ら
れ
た
高
砂
市
消
防
団
、
加
古

川
市
消
防
団
、
姫
路
市
姫
路
東
消
防

団
に
贈
り
ま
し
た
。

○
平
成
二
二
年
度

�

表
示
証
交
付
事
業
所　
　

　
姫
路
市

　
　

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
株
式
会
社

　
　

株
式
会
社
デ
ー
ビ
ー
精
工

　
三
木
市

　
　

み
の
り
農
業
協
同
組
合

�

吉
川
支
店

　
小
野
市

　
　

兵
庫
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
中
央
支
店

　
南
あ
わ
じ
市

　
　

三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
株
式
会
社

　
淡
路
市

　
　

ミ
ツ
精
機
株
式
会
社

　
　

淡
路
日
の
出
農
業
協
同
組
合

　
た
つ
の
市

　
　

ダ
イ
セ
ル
化
学
工
業
株
式
会
社

�
播
磨
工
場

家財再建共済制度 ８月１日より開始NEW

当
日
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
第
一
部
）

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会

・
挨
拶
（
消
防
庁
長
官
）

・
審
査
員
紹
介

・
審
査
内
容
説
明

・
意
見
発
表

�

（
消
防
団
員
一
一
名
）

（
第
二
部
）

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交

付
式
・
消
防
応
援
団
激
励
メ
ッ

セ
ー
ジ

・
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

　

交
付
式

・
消
防
応
援
団
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

�

（
水
前
寺　

清
子
）

・�

八
王
子
消
防
団
音
楽
隊
演
奏
会

・�

意
見
発
表
会
審
査
結
果
発
表
・

好
評

（
第
三
部
）

　
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
式 

総
務
省
消
防
庁
消
防
団
協
力
事
業
所
に

�

兵
庫
県
か
ら
八
事
業
所
が
新
た
に
認
定

事業所表示証
（ゴールドマーク）

 

及
び
全
国
消
防
団
員
意
見
発
表

会
表
彰
式

・
激
励
演
出

・
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

・
意
見
発
表
会
表
彰

・�

来
賓
祝
辞
（
日
本
消
防
協
会
会

長
、
全
国
消
防
長
会
会
長
）

・
受
賞
者
代
表
謝
辞

平
成
二
二
年
度

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
・
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
式

�

及
び
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式
開
催
　
　

日
本
消
防
協
会
か
ら
災
害
対
策
支
援
金
の
伝
達

�

県
消
防
協
会

義援金を受け取る岸谷会長

淡路市消防団　大植氏の意見発表

消防団協力事業所表示証交付式
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市
川
町
は
、
兵
庫
県
の
中
央
か
ら

や
や
南
西
に
位
置
し
、
町
の
ほ
ぼ
中

央
を
南
北
に
流
れ
る
市
川
を
中
心
に

開
け
て
い
ま
す
。
ま
た
古
く
か
ら
、

播
磨
富
士
の
名
で
知
ら
れ
る
笠
形
山

（
標
高
九
三
九
ｍ
）
が
町
の
北
東
部
に

位
置
し
、
山
麓
に
は
長
い
歴
史
を
伝

　

私
た
ち
姫
路
東
消
防
団
は
、
姫
路

市
北
東
部
に
位
置
し
、
市
内
一
九
の

小
学
校
区
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
坪
田
裕
団
長
以
下
二
〇
分
団

六
九
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
災

害
出
動
や
訓
練
に
日
夜
励
む
か
た
わ

ら
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
地

域
の
住
民
と
の
ふ
れ
合
い
に
も
日
々

努
め
て
い
ま
す
。

　

去
る
平
成
二
二
年
一
〇
月
三
一
日

（
日
）、
陸
上
自
衛
隊
姫
路
駐
屯
地
体

育
館
に
て
、
消
防
防
災
運
動
会
、
通

称
「
ま
も
り
ん
ピ
ッ
ク
姫
路
」
の
姫

路
東
地
区
予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
も
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
、
各
種
災

害
を
想
定
し
た
消
防
防
災
ゲ
ー
ム
や

競
技
等
を
運
動
会
形
式
で
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
民
自
ら
が
楽
し
み

な
が
ら
消
防
防
災
技
術
を
取
得
し
、

お
互
い
に
助
け
合
う
力
を
養
い
、
自

主
防
災
の
輪
を
拡
げ
「
安
全
安
心
都

市　

姫
路
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
姫
路
市
全
体
で
二
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
予
選
会
で
は
、
姫
路
東
地

区
の
自
主
防
災
会
を
中
心
に
消
防
団
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
六
〇
〇
人
あ
ま

り
が
参
加
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

技
種
目
は
、
担
架
作
成
・
搬
送
ゲ
ー

ム
、
防
災
障
害
物
リ
レ
ー
ゲ
ー
ム
、

水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
ゲ
ー
ム
の
三
種
目

で
競
い
合
い
、
総
合
得
点
の
よ
り
高

い
チ
ー
ム
が
優
勝
と
な
り
ま
す
。

　

姫
路
東
消
防
団
か
ら
は
、
城
南
・

城
巽
・
城
東
・
東
・
城
北
・
城
乾
・

広
峰
・
野
里
・
水
上
・
増
位
の
一
〇

分
団
が
参
加
し
、
競
技
参
加
者
の
指

導
に
当
た
る
と
と
も
に
、
競
技
者
と

し
て
も
出
場
し
、
大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

優
勝
の
野
里
地
区
を
は
じ
め
、
城

北
・
城
巽
の
上
位
三
チ
ー
ム
は
姫
路

東
地
区
代
表
と
し
て
、
平
成
二
二
年

　

三
木
市
は
、
古
い
歴
史
と
自
然
に

恵
ま
れ
、
播
磨
風
土
記
に
は
、
億お

け計
、

弘を

け計
二
皇
子
の
古
代
ロ
マ
ン
の
物
語

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
国

時
代
に
は
、
東
播
八
郡
二
四
万
石
を

領
し
た
別
所
氏
の
居
城
が
あ
り
、
三

木
合
戦
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
町
は
、

豊
臣
秀
吉
の
復
興
策
に
よ
っ
て
商
工

業
が
活
発
化
し
、
今
日
の
金
物
産
業

の
発
展
の
基
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
消
防
団
は
、
昭
和
二
九
年

七
月
の
三
木
市
発
足
と
同
時
に
、
従

来
の
三
木
町
、
別
所
村
、
志
染
村
、

細
川
村
、
口
吉
川
村
の
消
防
団
を
統

合
し
て
三
木
市
連
合
消
防
団
が
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
八
年
一
〇
月

に
は
、
指
揮
統
制
の
一
本
化
を
図
る

た
め
、
三
木
市
連
合
消
防
団
を
発
展

的
解
消
し
て
三
木
市
消
防
団
が
発
足

し
、
そ
の
後
、
平
成
一
七
年
一
〇
月

二
四
日
に
吉
川
町
と
の
合
併
に
よ
り
、

三
木
市
消
防
団
三
八
分
団
に
統
合
整

備
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
か
ら
四
半
世
紀
も
前
の

昭
和
六
二
年
に
入
団
し
、
志
染
機
動

隊
に
籍
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
風
習
と
し
て
、
長
男
は
皆
、
消
防

団
に
入
団
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は

大
阪
の
大
学
へ
行
き
、
就
職
も
大
阪

で
し
た
の
で
、
同
年
代
の
人
よ
り
入

団
時
期
が
少
し
遅
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
入
団
当
初
に
家
業
を
継
ぎ
ま

し
た
が
、
大
阪
営
業
所
勤
務
の
た
め
、

平
日
の
昼
間
の
活
動
に
は
、
ほ
と
ん

ど
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
休
日

や
夜
間
の
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
の
訓
練

に
は
参
加
し
、
機
動
隊
員
と
し
て
の

技
術
向
上
に
努
め
た
も
の
で
す
。

　

一
九
年
間
の
在
職
中
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
活
動
は
、
一
九
九
五
年

一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
の
こ

と
で
す
。
自
宅
が
罹
災
し
、
勤
務
先

の
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
た
め
、
大

阪
へ
車
で
出
か
け
る
と
、
高
速
道
路

は
通
行
止
め
で
、
大
阪
に
到
着
し
た

の
は
夜
の
八
時
で
し
た
が
、
勤
務
先

は
被
害
も
な
く
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。

大
阪
へ
の
道
中
、
こ
の
地
震
の
被
害

の
大
き
さ
を
眼
に
し
、
三
木
市
に
あ

る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
木
が
救
援
物
資

の
受
け
入
れ
の
基
地
と
な
っ
た
こ
と

で
、
消
防
団
に
も
出
動
要
請
が
あ
り
、

私
は
救
援
物
資
の
搬
入
作
業
を
担
当

し
ま
し
た
。
真
冬
の
屋
外
で
の
数
日

間
に
わ
た
る
活
動
は
、
眠
気
や
疲
れ

な
ど
が
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
が
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
思
う
と

「
頑
張
ら
ね
ば
」
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
た
当
時
の
こ
と
を
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

平
成
一
八
年
三
月
に
退
団
後
は
、

地
域
住
民
と
し
て
地
元
の
消
防
団
活

動
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
後
輩
の

団
員
か
ら
は
、「
入
る
人
が
お
れ
へ

ん
。」「
み
ん
な
昼
間
は
仕
事
で
、
昼

間
に
火
事
が
あ
っ
た
ら
出
動
で
け
へ

ん
。」「
山
崎
さ
ん
、家
で
仕
事
し
と
っ

て
や
っ
た
ら
、
も
う
一
回
、
消
防
団

入
っ
て
え
な
あ
。」
な
ど
切
実
な
声
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
消
防

団
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
肌
で

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
退
団

し
て
か
ら
四
年
を
迎
え
た
平
成
二
二

年
三
月
に
、
副
団
長
へ
の
就
任
依
頼

が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
思
案
し
た
結

果
、
地
元
団
員
の
強
い
要
望
も
後
押

し
し
、
生
ま
れ
て
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
地
元
に
恩
返
し
を
す
る
意

味
も
こ
め
て
、
平
成
二
二
年
五
月
一

日
付
け
で
三
木
市
消
防
団
の
副
団
長

に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に

な
り
が
ち
な
昨
今
で
す
が
、
消
防
団

の
組
織
力
と
機
動
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
も
っ
て
災
害
活
動
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
の
一
役
を
担

う
消
防
団
と
し
て
、
若
い
人
達
に
も

消
防
団
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

志
染
地
区
二
○
二
名
の
長
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
若
手
消

防
団
員
の
指
導
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
木
市
消
防
団
に
は
、
八
つ
の
機
動

分
団
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
内
全

域
の
災
害
に
出
動
し
て
い
ま
す
。
私

達
の
地
域
を
管
轄
す
る
志
染
機
動
隊

に
、
平
成
二
二
年
九
月
、
総
務
省
消
防

庁
か
ら
無
償
貸
付
を
受
け
た
消
防
団

救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
が
機
動
隊

車
両
と
し
て
更
新
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

三
木
市
で
唯
一
の
救
助
資
機
材
を
有

す
る
機
動
隊
と
し
て
、
消
火
活
動
に

加
え
大
災
害
時
の
救
助
活
動
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
更
新
配
備
さ

れ
た
機
動
隊
車
両
な
ら
び
に
搭
載
資

器
材
を
活
用
し
、
当
市
が
目
指
す
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

地
元
に
恩
返
し

�

す
る
た
め
に･･･　

　

三
木
市
消
防
団　

副
団
長

山
崎　

大
志

�

三
月
六
日
（
日
）
姫
路
市
立
中
央
体

育
館
で
行
わ
れ
る
本
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
は
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
の
活
躍

は
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
大
い
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
被
害

が
広
範
囲
に
お
よ
び
、
防
災
機
関
だ

け
の
対
応
に
は
限
界
が
生
じ
、
多
く

の
地
区
で
救
援
の
手
が
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
地
域
住
民

が
助
け
合
い
消
火
や
人
命
救
助
を
行

い
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、
住
民
に

よ
る
「
自
助
・
共
助
」
の
必
要
性
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の

底
上
げ
を
図
る
べ
く
多
く
の
自
主
防

災
会
の
結
成
を
促
進
し
ま
し
た
。
現

在
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
大
き
く

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
姫
路
東
消
防
団
は
地
域
に

密
着
し
た
消
防
機
関
と
し
て
、
ま
た

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自

主
防
災
会
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

 

頼
も
し
い
団
長

　

市
川
町
消
防
団
長花

桐　
　

司

○175

え
る
笠
形
神
社
や
笠
形
寺
な
ど
が
あ

り
、
一
年
を
通
し
て
県
内
外
か
ら
多

く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

花
桐
団
長
は
、
平
成
元
年
四
月
に

入
団
以
降
、
持
ち
前
の
正
義
感
と
熱

意
で
分
団
長
、
副
団
長
を
務
め
ら
れ

た
後
、
平
成
二
二
年
四
月
に
第
二
八

代
団
長
に
就
任
さ
れ
、
二
六
分
団
、

六
〇
〇
名
の
団
員
の
先
頭
に
立
ち
、

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
日

夜
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
団
長
は
、
規
律
に
厳
し
い

反
面
、
団
員
へ
の
気
配
り
も
人
一
倍

細
や
か
で
、
そ
の
人
柄
は
、
団
員
は

も
と
よ
り
団
幹
部
か
ら
も
厚
い
信
望

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
団
長
は
、
い
ざ
災
害
が
発

生
す
る
と
す
ば
や
く
現
場
に
駆
け
つ

け
、
情
報
収
集
を
す
る
と
と
も
に
先

頭
に
た
っ
て
防
御
体
制
を
整
え
る
な

ど
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
常
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
で

築
く
安
心
な
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

“
地
域
と
と
も
に
防
災
意
識
を
高
め
る

消
防
団
”
を
目
指
し
て
地
元
自
治
会

と
合
同
で
消
火
訓
練
を
行
う
な
ど
、

地
域
住
民
に
密
着
し
信
頼
さ
れ
る
消

防
団
活
動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
そ
し
て
雄
大
な
自
然

を
火
災
等
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

益
々
邁
進
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

ま
も
り
ん
ピ
ッ
ク
姫
路
　
姫
路
東
地
区
予
選
会

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

優勝の野里地区自主防災会 訓練風景

水バケツリレー
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兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
川

西
市
は
、
市
の
東
部
と
北
部
が
大
阪

府
と
隣
接
す
る
府
県
境
に
あ
る
市

で
、
昭
和
二
九
年
八
月
に
三
町
村
の

合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
大
阪

や
神
戸
の
都
市
圏
に
あ
る
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
良
好
な
住
宅
地
と
し
て

脚
光
を
浴
び
、
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
か

ら
市
中
北
部
を
中
心
に
大
規
模
団
地

の
開
発
が
進
み
、
い
わ
ゆ
る
“
住
宅

都
市
”と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

地
形
は
南
北
に
細
長
く
伸
び
、
北
部

は
山
岳
の
起
伏
に
富
み
、
そ
の
一
部

は
猪
名
川
渓
谷
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
西
市
は
、
源
氏
と
武
士
社
会
の

も
と
に
な
っ

た
人
物
と
い

わ
れ
る
源
満

仲
が
、
市
中

部
の
多
田
の

地
を
本
拠
に

有
力
な
武
士

団
の
基
礎
を

築
い
た
こ
と

か
ら
、
清
和

源
氏
発
祥
の

　

寒
さ
も
よ
う
や
く
衰
え
、
日
増
し

に
春
ら
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
花
粉
症
の
方
に
と
っ
て

は
辛
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
記
事
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
増
や
し
六
ペ
ー
ジ
構
成

に
し
ま
し
た
。ま
た
今
月
号
の
一
面
、

二
面
、
三
面
に
は
総
務
省
消
防
庁
、

㈶
日
本
消
防
協
会
の
表
彰
式
に
つ
い

て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
月

号
へ
も
各
地
区
か
ら
多
数
寄
稿
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
平
成
二
二
年
度
分
の
兵

庫
消
防
は
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
か
ら
の
多
数
の

ご
寄
稿
、
ご
愛
読
に
対
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
兵
庫
消
防
」
は
来
年
度
も
ま
す

ま
す
充
実
し
た
紙
面
を
目
指
し
て
ま

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

「
兵
庫
消
防
」
四
月
号
は
休
刊

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
「
兵
庫
消
防
」
平
成
二
三
年

二
月
一
五
日
発
行
第
六
二
八
号

の
「
突
撃
取
材
！
神
戸
市
が
消

防
団
健
康
教
室
」
に
お
い
て
、

参
加
さ
れ
た
消
防
団
員
の
方
の

氏
名
を
誤
っ
て
記
載
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
修
正

い
た
し
ま
す
。

正  

兵
庫
消
防
団
の
大
崎
さ
ん

（
誤 
兵
庫
消
防
団
の
大
橋
さ
ん
）

地区 実施日 市町名 開始時間 場　　　所 地区 実施日 市町名 開始時間 場　　　所

阪神
地区 4月3日（日） 三田市 9：30 三田市総合文化センター駐車場 西

播
磨
地
区

4月3日（日）
宍粟市 9：30 宍粟市山崎スポーツセンター

北
播
磨
地
区

4月3日（日）

西脇市 9：00 西脇市民会館 佐用町 10：00 南光スポーツ公園
若あゆ第 2グラウンド

加東市 9：30 加東市やしろ国際学習塾

但　

馬　

地　

区

4月3日（日）

養父市 8：30 養父市立ノビアホール

多可町 9：00 多可町中央公園グラウンド 朝来市 9：00 朝来市和田山ジュピターホール

4月10日（日） 小野市 8：45 小野市民会館 新温泉町 9：00 浜坂すこやか広場

4月17日（日） 加西市 10：00 加西市民会館 4月17日（日）豊岡市日高 9：00 日高総合支所前駐車場

5月8日（日） 三木市 9：30 未定 4月24日（日） 香美町 9：00 香住第一中学校グラウンド

中播磨
地区 4月3日（日） 神河町 8：30 神崎中学校グラウンド

平成23年消防出初式日程表（４、５月実施分）

　

私
は
養
父
市
の
消
防
団
に
所
属
し

て
お
り
ま
す
。

　

養
父
市
は
兵
庫
県
の
北
部
、
但

馬
地
方
に
あ
り
四
、二
三
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
面
積
が
あ
り
ま

す
が
、
人
口
は
二
○
一
一
年
現
在

二
六
、
○
○
○
人
程
度
と
多
く
は
あ

 

地
域
で
守
る
地
域
の
安
心　

　
　

養
父
市
消
防
団

�

　

関
宮
第
五
分
団　
　
　

�

北
薗　

智

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈37〉〈37〉

り
ま
せ
ん
。
養
父
市
の
ほ
と
ん
ど
は

山
で
占
め
ら
れ
、
山
あ
い
の
川
沿
い

に
人
々
が
住
ん
で
お
り
、
居
住
地
の

分
布
範
囲
は
と
て
も
広
く
、
各
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
時
間
が
か
か
り

ま
す
。ま
た
、お
年
寄
り
が
多
く
、「
火

災
や
水
害
な
ど
が
起
き
た
場
合
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」
と
不
安
に

思
っ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

我
々
養
父
市
消
防
団
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
自
ら

が
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
自
負
し
、

日
々
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
各

分
団
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
地
元
の
方
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
は
土
地
勘

が
十
分
に
有
り
、
有
事
の
際
は
効
率

的
に
現
場
に
駆
け
つ
け
活
動
し
ま

す
。
ま
た
、防
災
活
動
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
催
し
物
や
奉
仕
作
業
な
ど
に

お
い
て
も
消
防
団
の
メ
ン
バ
ー
で
集

ま
り
、
地
域
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
消
防
団
は
非
常
に
重

要
な
存
在
で
す
が
、
我
々
の
地
域
は

比
較
的
若
者
が
少
な
く
、
団
員
数
の

維
持
に
各
団
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
大
き
な
問
題

と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
活
動
し
て
い

く
上
で
若
い
方
々
に
消
防
団
の
重
要

さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
日
頃
の
訓
練
・
活
動
を

行
い
、
消
防
本
部
・
消
防
署
、
そ
し

て
地
域
住
民
の
方
と
共
に
、
我
々
の

安
全
と
安
心
を
維
持
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
満
仲
が
建
立
し
た
多
田
神
社
（
当

時
は
多
田
院
）
周
辺
で
は
、
毎
年
四

月
、
源
満
仲
や
巴
御
前
な
ど
の
騎
馬

武
者
、鎧
甲
の
源
氏
ゆ
か
り
の
武
者
、

少
年
少
女
武
者
な
ど
総
勢
約
六
〇
〇

人
が
華
麗
な
時
代
絵
巻
を
繰
り
広
げ

る
「
源
氏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

豊
か
な
自
然
と
悠
久
の
歴
史
に
包

ま
れ
た
市
の
南
北
に
は
“
猪
名
川
”

が
流
れ
、
市
北
部
の
黒
川
・
国
崎
地

区
に
は
“
日
本
一
の
里
山
”
と
い
わ

れ
る
生
き
た
里
山
が
広
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
里
山
の
魅
力
や
自
然
を
満
喫

で
き
る
施

設
と
し
て

県
立
一
庫

公
園
の
ほ

か
一
庫
ダ

ム
や
知
明

湖
な
ど

が
あ
り
、 

季
節
ご
と

に
異
な
っ

た
景
色
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

市
中
部
の
平
野
地
区
で
は
、
明
治

時
代
に
炭
酸
水
の
異
称
と
し
て
知
ら

れ
る
「
平
野
水
（
平
野
鉱
泉
）」
が

作
ら
れ
、
大
正
時
代
に
は
国
内
初
の

本
格
的
な
炭
酸
飲
料
水
（
現
在
の
三

ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
）
工
場
が
造
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
文
化
財
と
し
て
は
、
市
中

南
部
に
弥
生
時
代
の
大
規
模
環
濠
集

落
跡
で
あ
り
、
国
の
史
跡
指
定
を
受

け
た
「
加
茂
遺
跡
」
や
、
こ
こ
数
年

の
調
査
か
ら
古
墳
時
代
の
有
力
豪
族

の
墓
と
言
わ
れ
て
い
る
前
方
後
円
墳

の
「
勝
福
寺
古
墳
」
な
ど
歴
史
ロ
マ

ン
を
感
じ
さ
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在

し
て
い
ま
す
。

  

さ
て
、
川
西
市
消
防
団
は
市
制
施

行
の
昭
和
二
九
年
に
三
〇
分
団
、
団

長
以
下
総
勢
六
七
二
名
の
団
員
で
発

足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
の
近

代
化
を
め
ざ
し
消
防
団
の
再
編
成
を

行
う
と
と
も
に
、
平
成
五
年
に
は
女

性
消
防
団
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
消
防
団
は
団
長
以
下

三
八
一
名
（
女
性
消
防
団
員
一
八
名

含
む
）
の
団
員
と
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
二
台
、
全
自
動
小
型
動
力
消
防

ポ
ン
プ
付
積
載
車
一
〇
台
、
小
型
動

力
消
防
ポ
ン
プ
付
積
載
車
一
八
台
、

指
揮
車
一
台
で
構
成
さ
れ
、
日
々
訓

練
を
重
ね
、
複
雑
多
様
化
す
る
火
災

や
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
日
夜
の
別
な
く
、
出

動
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
清
和
源
氏
発
祥
の
地

川
西
市
消
防
団

編
集
後
記

黒川・国崎地区の里山

源氏まつり


